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複式第３・４学年 算数科学習指導案

西之表市立 立山小学校
指 導 者 室屋 綾

１ 題 材 ３年題材「かけ算のひっ算 ，４年題材「１けたでわるわり算」」

２ 題材について

（１）題材の位置とねらい
（３年） （４年）

これまでに子ども達は，乗法については，第２ これまでに子ども達は，除法については，第３学
学年で乗法九九を知り （１位数）×（１位数） 年で，その意味と除数が１位数の場合について学習，
の計算を学習してきている。また，前単元「２ してきている。そこで，乗法九九の範囲内での（１
かけ算」で乗数や被乗数が０，１０の乗法計算， ・２位数）÷（１位数）＝（１位数）で割り切れる
乗数が１増減するとき，積は被乗数だけ増減する 場合と割り切れない場合を学習し，前単元「３ わ
という積の変化の規則性，乗数と被乗数を入れ換 り算」では，乗法九九を１回適用してできる範囲で
えても答えは同じであるという乗法の交換法則， （１・２位数）÷（１位数）＝（１位数）で割り切

× や × のような何十・何百×１位数 れず，余りの出る場合のわり算の意味と計算方法の40 3 300 5
の乗法計算の仕方など，乗法九九に帰着して計算 理解を図り，余りも含めた確かめ，そして （１・，
する乗法の暗算を学習してきている。 ２位数）÷（１位数）＝（１位数）でその筆算形式

まで学習してきている。
そこで，本単元では，それらの学習をもとにし 筆算形式についても２位数を１位数でわることを

て，２，３位数に１位数をかける乗法計算の仕方 通して，余りのあるわり算，除法・乗法の関係，立
について理解し，それを用いる能力を伸ばそうと 式，計算の確かめなども学習してきている。
するものである。２，３位数に１位数をかける乗

， ， ，（ ）法の筆算形式を導入し，その計算の原理や手順の そこで 本単元では その発展として ２位数
理解を図ることになる。 ÷ １位数 ＝ ２位数 の筆算形式 続いて ３（ ） （ ） ， ，（

指導にあたっては，数の構成や十進位取り記数 位数）÷（１位数）＝（３・２位数）まで，筆算形
法の原理の理解に基づき，位に注目して分配法則 式による計算の原理と手順を理解し，１位数でわる
の考え方を取り入れながら行うこととする。さら 除法計算の完成を図ることをねらいとしている。
に，乗法が用いられる意味を（１つ分の大きさ） 除法の筆算形式による計算では，＜たてる＞＜か
×（いくつ分）ととらえ，その理解を深めたいと ける＞＜ひく＞＜おろす＞という４つの操作を順々
考える。この見方は将来的に乗数が小数や分数に に行い次の位へとひきつぎ，これを繰り返すことに
発展していくときに重要な考え方なので，児童に よって答えを求める。この操作は、慣れてしまえば
しっかりと定着するように指導したい。 機械的にでき，決して困難ではないが，はじめて学

そのためには，筆算の原理が数の構成と十進位 ぶ児童にとっては，４段階で１節を完成するという
取り記数法に基づいていることを，式・筆算形式 しくみは，これまでにない複雑さを感じると思われ
・図解を関連させる操作活動を行うことで （基 る。また，基準量の何倍かを求めたり，逆に基準量，
準とする大きさ＝１つ分の大きさ）×（基準の大 を求めるときにも除法が適用されることを理解さ
きさを単位とした数＝いくつ分）が全体量になる せ、除法の意味の拡張を図っていく。
ことへの実感を深め，けた数が増えても同じ手続 除法の筆算のよさは，暗算による念頭処理が難し
きでできるという数学的な考え方を養っていきた い場合，上位ででた余りを記録して次の位の被除数
い。 と合わせることにより，思考の負担が軽減され，誤

かけ算の筆算のよさは，暗算による念頭処理が りが少なくなる点にある。除法は日常生活で適用す
難しい場合，九九を用いて部分積を記録し加えて る機会が多い。計算が複雑になっても筆算で簡単に
いくことにより，思考の負担が軽減され，誤りが 処理できるというよさを子ども達は感じ取り，日常
少なくなる点にある。また，分配法則の考えがそ 生活で活用していくことができると考える。
のまま筆算形式に生かされていることにより，か
け算の原理理解がより深められるということも， このような学習を通して，除法についての理解が
よさである。かけ算は日常生活で適用する機会が いっそう深まるとともに，身近な問題を数理的に処
多い。計算が複雑になっても筆算で簡単に処理で 理するよさが分かり，学習の成果を生活に生かそう
きるというよさを子ども達は感じ取り，日常生活 とする態度が身に付くものと考える。また，１単位
で活用していくことができると考える。 時間の中で，見通しをもち，筋道だてて考えたり，

説明しながら問題を解決したりしていく中で，既習
本単元の学習は，次単元の「２けたのかけ算」 の計算と関連付けて計算するなどの数理的な考えを

の学習へと発展していくことになり，２位数・３ 伸ばすことができ，問題解決能力も高まるものと考
位数×２位数・３位数の計算の基礎にあたってい える。
るので、計算の原理や手順を確実に理解するとと 本単元の学習を通して培われた除法についての見
もに、技能的にも十分高めておく必要がある。 方・考え方は，次単元の「２けたでわるわり算」の

学習(２～５位数)÷(２～３位数)の計算と「商」の
用語理解や除法の検算の仕方、末尾に０のある除法
の計算 （整数・少数）÷（整数）の計算へと発展、
していくことになる。
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（２）関連事項

第２学年 第３学年 第４学年

●乗法の意味 ●交換・結合・分配法則 ●積・商の用語
●１～９の段の九九 ●０の乗法・１０の乗法 ●除法の筆算形式

（ ） （ ） （ ）●交換法則 ●何十，何百×１位数 ● 被除数 ＝ 除数 × 商
●積の変化 ＋（余り）

［２ かけ算］ ●確かめの仕方
９ かけ算 １ ●除法のきまり［ （ ）］

かけ算 ２ ●乗法の筆算・暗算［ （ ）］10
かけ算 ３ ● ２・３位数 × １位数 ［３ わり算］［ （ ）］ （ ） （ ）11

［３ かけ算のひっ算］ ●（２・３位数）÷（１位数）
● その筆算形式

●除法の意味
●九九１回適用の除法 ［４ １けたでわるわり算］
（余りなし）
●１や０の除法 ●除数が２位数の除数

●その筆算形式
［７ わり算］ ●除法や乗法のきまり

●九九１回適用の除法 ［８ ２けたでわるわり算］
（余りあり）

［ ］10 あまりのあるわり算

●（２位数）×（２位数）
第５学年

［ ２けたのかけ算］12

●（小数）÷（整数）
（ ） （ ） （ ）● 整数 ÷ 整数 ＝ 小数

●小数でわる計算と意味

（３）指導の基本的な立場 ［５ 小数のわり算］

（３年） （４年）
本単元は，３つの小単元から構成されている。 本単元は，４つの小単元から構成されている。
第１小単元では，乗法の計算による計算原理や 第１小単元では，２位数を１位数でわって，十の

手順を理解するのに最も適切な基本型の素材で導 位で割り切れない場合から導入する。色紙などの具
入する 分配法則の考えをその図解と対比させて 体物を用いて，１０まい束７つを３人で分け，次に。 ，
計算の原理を考えさせ，原理の理解に基づき筆算 残りの１束と２枚を３人で分ける操作を行うことに
形式を導入し，計算方法を見い出していくように よって，上位から計算を進めることの必要性とその
させたい。次に，理解の徹底を図るため，２位数 手順を理解する。この操作を基にして，商を「立て
に１位数をかける計算の型を易から難へ配列し、 る→かける→ひく→おろす」という筆算形式の計算
段階的に能率的に練習効果を上げるようにしてい 手順を理解する。そして，この４つの操作の繰り返
きたい。 しによる除法計算の手順を，３・４位数÷１位数へ

筆算の原理・手順の理解に重点を置き，位取り と発展させる。
記数法や乗法九九の理解を基にして，子ども達の
手で筆算形式を創造していくようにしたい。ここ 第２小単元では，２５４枚の色紙を３人で等分す
では特に位取りに気を付け，部分積の数の大きさ ることを問題とし，被除数の首位の数が除数より小
を明確にするように留意したい。 さいときは，次の位まで取ってわり算をはじめるこ

第２小単元では，乗法の意味の拡張と，３位数 とを理解させ，その場合の筆算形式の手順を，３位
に１位数をかける計算を理解させる。乗法の意味 数÷１位数の場合について取り扱う。また，商に空
をテープ図で示し（基準の大きさ）×（基準の大 位のある場合について，手際のよい計算方法を理解
きさを単位とした数）＝（全体の大きさ）の関係 する。
をとらえさせ，将来，小数倍，分数倍へと発展さ
せる素地としている。３位数に１位数をかける計 さらに，第３・第４小単元では，ある数がもとに
算の学習は，２位数に１位数をかける計算のとき する数の何倍に当るかを求めるには除法が適用され
に準じて型を分類し，段階的に指導していく。最 ること，未知数を□として乗法の式に表し，□にあ
後に乗法の結合法則を取り上げるが，ここではあ たる数が除法で求められることを通して，除法が基
くまでも具体的な場面を背景にして，結合法則が 準量を求める場合にも適用できること，除法の暗算
成り立つことを理解するにとどめる。 では，除数を見て被除数を分解してとらえることか

第３小単元では，理解の程度により，個人差が ら求められることを知る。
出てくると思われるので，どこでつまずいている
のかきちんと把握し，個に応じた支援をしていき
たい。
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さらに，問題作りやゲーム，デジタルコンテンツ活用などを通して，乗法・除法についての定着を図
りたい。学習の学び方としては，３年生では，めあてを解決するために自分なりの観点を選択し，解決
に臨む場面において，また，４年生では特に，学習課題をもとに気付いたことを出し合い，その気付き
から目当ての設定する場面において子ども達のガイド学習を設定する。また，終末の段階では，まとめ
たことをお互いに見合うことによって頑張りを認め合うことができるようにする。

（４）児童の実態

＜意識面＞ （３・４年生 共通）
① 算数は好きですか。
② 複式の学習は楽しいですか。
③ 複式学習の進め方は分かりますか。
④ ガイドの進め方は分かりますか。
⑤ 算数の学習で困ることは何ですか。

＜技能面＞ （３年生）
①かけ算１００マス計算 （乗法九九の習熟）
②５×４＝５×３＋□ （乗数の変化で積が被乗数の数だけ変化する）
③８×７＝８×８－□
④６×８＝□×６ （交換法則）
⑤３×（２×４）＝（３×□）×４ （結合法則）
⑥８×１０ （１０の乗法）
⑦１０×６
⑧２０×３ （何十，何百の乗法）
⑨７０×７
⑩３００×４
⑪６００×９
⑫じゅんじょをかえて計算してみましょう。 （３口の計算の工夫）

６×２×２
７×５×２
２×６×５

⑬２１×３ （未習事項）

＜技能面＞ （４年生）
①かけ算１００マス計算 （乗法九九の習熟）
②２７÷９ （１位数の除法の計算）
③５４÷７
④１６÷５
⑤８０÷２
⑥６００÷３
⑦２９÷３＝８あまり５ （除数と余りの関係，答えの確かめ）
⑧４０÷７＝５あまり５
⑨１４÷２ （除法の筆算）
⑩２９÷８
⑪５７÷８
⑫ クッキーが２３こあります。 （あまりのある除法の立式と理解）

５人で同じように分けると，１人分は
何こになるでしょうか。あまりは何こでしょうか。

⑬ ６９まいの色紙を３人で同じように分けます。 （未習事項）
１人分は何まいになるでしょうか。

＊ 調査結果と考察については，省略する。
（５）指導上の留意点

１ 基礎基本の確実な定着
（３年） （４年）

この単元の基礎・基本は， この単元の基礎・基本とは，
（１）計算の原理や法則に気付き，筆算のよさ （１） 被除数が乗法九九の積を越えた除法の筆算

を味わう 形式を確実に身に付ける。
（２ 「十進位取り記数法」部分積の意味を考 （２） 除法の筆算形式の仕方について考える。）

えたり表記したり部分積をたす場面で重要 （３） 等分除と包含除の２種類のわり算を理解す
（３ 「かけ算九九」筆算では，繰り返し用い る。）

られるため，正しく唱えることが重要 ことである。
（４ 「計算の決まり」筆算をつくり出してい）

くアイディア，すなわち数学的な見方・考
え方（ここでは分配法則が中心）が重要で

ある。
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ここで扱う基礎・基本の確実な定着とは，筆算の形式的な指導や計算の習熟だけでなく，計算の仕
組みを理解したり，説明したりできるようにすることも基礎・基本である。四則の計算の答えの見当
をつけたり，誤答を見つけて，なぜそのような間違いがでてきたのかを考えるのも基礎・基本ととら
えている。さらに，図形を構成要素や位置関係に着目して調べたり考察したり，目的に応じて資料を
調べたりまとめたりすることなども，算数における大事な基礎・基本である。このような基礎・基本
の確実な定着を図るために，個に応じた指導を行っていこうと考えた。

教師は，理解の遅れている児童の個別学習に時間をかける必要がある。また，一人一人の誤答に基
づいて，速やかに対応し，適切な指導を行い，基礎・基本の習熟を図らなければならない。

そこで，児童の実態を正確に把握し，単元に入る前に個別指導を行い，つまずきを解消しておくこ
とが大事である。

子どもたちは，計算の答えが合っていれば 「かけ算ができる 「わり算ができる」と思い込んで， 」
しまうことが多い。この単元における，基礎・基本とは，まず，かけ算・わり算の仕組みを十分に理
解させることである。そのためには，必ず，既習の計算に帰着させて考えさせ，計算方法を自ら考え
出すことで計算の仕組みが理解できるものと考える。

そこで，言葉で説明したり，図を使って説明をしたりする場や機会を多くとる。そして，筆算形式
を学習した後で，もう一度，図を使って振り返る時間を設定する。学習を振り返ったり，既習の計算
に帰着して考えたりすることができるよう，掲示物等の工夫をする。

２ 学習過程の工夫
複式学習を行う上で，大事なことは，子ども達自身で充分に学習が進めていけるかどうかというこ

とにある。そこで，各時間での学習の流れをきちんとつかませておき，できるだけ自分たちで学習を
進めさせ，問題を解決できることの喜びを味わわせるようにしたい。学習の手引きをもとに，教師の
方で学習計画を書き込んだ指示カードを与え，ガイドはこれをもとに学習の指示と進行をするように
させる。また，間接指導時につまずいた際，自力解決できるよう既習の学習を想起させるための掲示
（ヒントコーナー）を充実させておきたい。

３ 個に応じた指導
児童の個性は多様であり，数を念頭操作するだけで問題解決し，満足してしまう児童（Ａ）もいれ

ば，操作的な活動などで十分検討をしなければ納得しない児童（Ｂ）もいる。
そこで，児童一人一人の個性に応じた指導，助言ができるよう，一人一人についての乗法九九の習

熟，乗法の交換法則，乗法の式の読み取り，積と乗数の変化の法則の理解度などについて十分把握し
ておく。そして，児童Ａに対しては，答えが本当に正しいかどうかを自分の言葉で書かせたり話させ
たりして十分説明させるよう指導すると共に，同種の問題を与え，一般性のある説明ができるかどう
か検討させる。また，児童Ｂに対しては，具体物を使った操作も含め，できるだけ操作的な活動をす
るよううながし，どうしたらより能率よく処理できるかを考えさせるようにする。

問題を解決する段階で，児童は様々な方法で問題解決を行いそれを表現する。できるだけ，児童の
考えを活用していきたい。

いろいろな方法でものを分けようとする子どもたちの多様な活動を支援するために，教師は個別指
導に当たり，子ども一人一人が自分なりの考えをもてるようにし操作活動などを通して等しく分ける
ことの意味をとらえられるようにする。

自分なりの方法で問題解決に意欲的に取り組ませ，問題解決の実現状況に応じて個別指導をするこ
とにより成就感・満足感をもつことができるようにしたい。

４ 取り入れる算数的活動
（３年） （４年）

（２・３位数）×（１位数）のこの単元では， この単元では，筆算の仕方，答えの求める操作手
簡単にかけ算できない計算をなんとかして，工 順を形式的に教え込むのではなく，子ども達に計算
夫して答えを求める必要がある。 の仕方や筆算の方法を自由に考えさせたい。

この単元の算数的活動は，作業的な活動が主 したがって 「具体物や半具体物を用いた操作活，
になる。例えば 「実物を用いて数えたり 「絵 動 「言葉や絵で自分の考えを表現していく探究的， 」 」
や図などにかいて，答えの求め方を考えたり」 な活動」を意識し，ブロックやテープ図などを用い
「式を分けて，計算したり 「言葉で，やり方 る。」
や式を説明したり」する。これらの，さまざま 子ども達は，問題に直面すると，今までの経験や
な表現方法を用いて，計算の意味や答えの求め 知識を活用して，何とかして自分で解決しようと試
方を生み出す。筆算を生み出す目的をもった活 みる。しかし，解決できない子どもには，具体的手
動として「たし算やひき算で習った筆算がかけ だてが必要である。
算にもあるのだろうか 「筆算があれば速くで そこで ブロックの操作→絵や説明を書く→式 た」 ， （
きるのに と言う考えを大事に活動をさせたい し算・ひき算・かけ算・わり算）という順に，進め」 。

ることにより，どの子も自分の力で問題を解決でき
たという喜びを味わうことができる。

例えば，計算の仕方が分からない児童にとって，操作的な活動は解決の重要な手段となる。また，
問題から直感的に答えを求めることができる児童にとっても，操作的な活動は，答えが正しいかどう
かを検討する手がかりとなり，大変重要である。そこで，具体物，絵，図，数直線などを用いた操作
的な活動ができるだけしやすい教材を用いるようにする。

５ 評価の工夫
（３年） （４年）

この単元における評価の重点を，次の４点に この単元における評価の重点を，次の４点に置く
置くことにした。 ことにした。
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① 問題を理解し，かけ算で立式できたかど ① 既習事項を用いて考えることができたかどう
うかを観察する。 かを評価する。

② 既習の学習を生かして，見当を付けるこ 自分で考えた計算の方法を分かりやすく説明
とができたかどうか観察する。 する。

③ 計算の仕方を見つけようと，自力解決を 自分で考えた方法と友達の方法を比べ，違う
しているかどうかを見る。机間指導して， ところや似ているところをみつける。
ノートをチェックする。 ２～３位数をわるときは上位の方からわって

④ 計算の仕方が理解できたかどうかを評価 いくことに気付く。
する。 ② かけ算の意味を考え，かけ算九九を用いてわ

り算の計算の仕方を考えていたかを評価する。
③ かけ算九九を用いて，わり算の答えの見つけ
方を習得し，定着したかどうかを評価する。

④ 筆算のアルゴリズム＜たてる＞＜かける＞＜
ひく＞＜おろす＞ができているか評価する。

， ， ， ， ，そこで ノートに子どもが学習中に 解決の仕方を中心として 気付いたこと 疑問に感じたこと
どのように修正したかなどを記録させていく。

そして，授業中に子どもの観察をして，その都度必要な学習相談をする。また，学習後にそれらを
， ， ， 。 ， ， 。熟読し 分析して 良い点を誉め 励ましていく また 多少の注文 感想などのコメントを付ける

数学的なアイディアや方法を示唆したり，助言したりして評価を加える。
個別に評価を加え，指導にフィードバックする。また，ペーパーテストにより，理解の程度，筆算

や計算の習熟度，活用状況を評価する。

３ 題材の目標
（３年） （４年）

（１） 乗法の筆算に関心をもち，筆算の仕方 （１） 除数が１位数で商が２位数以上になる場合
を考えたり，筆算の手順をまとめたりす の除法に関心をもち，筆算形式の計算の仕方
る活動に意欲的に取り組もうとする。 を考える活動に意欲的に取り組もうとする。

（ ） （ ）（２） 乗法の筆算の仕方を考えたり，乗法の ２ 商が２位数以上になる場合の ２・３位数
意味を被乗数が３位数の場合にまで拡張 ÷（１位数）の意味と筆算の仕方を考え，絵
したりすることができる。 や図，乗法九九などを用いた自分なりの解決

（３） 問題場面を図や式に表したり，乗法の 方法で説明することができる。
筆算の仕方を説明したりすることが （３） （２・３位数）÷（１位数）の筆算の仕方で き る 。

（４） ２位数や３位数に，１位数をかける計 が分かり，筆算で正しく計算することができ
算が乗法九九をもとにしていることが分 る。
かる。 （４） （２・３位数）÷（１位数）の簡単な暗算

（５） 乗法の分配法則や筆算の仕方が分かり の仕方が分かり，正しく計算することができ
筆算で正しく計算することができる。 る。

【関】 乗法の筆算のよさが分かり，進んで用 【関】 除法の筆算形式のよさに気付き，進んで筆
いようとする。 算しようとする。

【考】 既習の乗法や計算のきまりを活用して 【考】 既習の（２位数）÷（１位数）の計算の仕
（２・３位数）×（１位数）の計算の仕方 方を基にして （２・３位数）÷（１位数），

を考えたり，計算の仕方を説明したりで の計算の仕方を考えることができる。
きる。 また，筆算の仕方や余りの処理の仕方を，

【表】 （２・３位数）×（１位数）の計算を 除法の具体的な場面と結びつけながら説明で
筆算でできる。 きる。

【知】 （２・３位数）×（１位数）の筆算の 【表】 （２・３位数）÷（１位数）の筆算や，答
仕方が分かる。 えの確かめができる。

【知】 （２・３位数）÷（１位数）の筆算の仕方
や，答えの確かめの仕方が分かる。

（人権同和教育上の視点）
◎ それぞれの考えを相互に関連付け，それぞれのよさを認め合う。
◎ 友だちの意見をしっかりと聞き，自分の考えと比べながら学習を進めていくことができる。

５ 指導と評価の計画

小題材 主な学習活動（３年） 評価の観点

１（２けた）×（１ ① ６／３０（月）５校時
けた の計算 ２１×３の計算の仕方について発表し合い，筆算の手順をまとめる。） （ ． ）２ ５

【考】 既習事項を活用して，２１×３の計算の仕方を考えることができる。
練習問題 【知】 筆算形式の仕組みが分かる。（ ０ ． ５ ）

② ７／１（火）２校時
繰り上がりのある計算について話し合う。

【関】 筆算のよさに気付き，進んで用いようとする。
【考】 繰り上がった数の処理を，既習事項を使って説明できる。
【表】 繰り上がりのある（２位数）×（１位数）の筆算ができる。
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③ ７／４（金）４校時
繰り上がりのある計算について話し合う。

【関】 筆算のよさに気付き，進んで用いようとする。
【表】 部分積同士の和でも，繰り上がる（２位数）×（１位数）の筆算がで

きる。

２（３けた）×（１ ④ ７／７（月）５校時 本時
けたの）計算 ２１３×３の計算の仕方を考え，まとめる。（２）

２１３×３の筆算の仕方を考え，手順をまとめる。
【関】 自分の考え方を発表したりよりよい考え方を進んで活用したりする。
【考】 （２位数）×（１位数）の計算の仕方を活用して （３位数）×（１，

位数）の計算の仕方を考えることができる。
【表】 （３位数）×（１位数）の計算を筆算でできる。
【知】 （３位数）×（１位数）の筆算の仕方が分かる。

⑤ ７／８（火）２校時
（３位数）×（１位数）のいろいろな計算をする。

【関】 筆算のよさに気付き，進んで用いようとする
【表】 （３位数）×（１位数）で，繰り上がりのある計算が筆算でできる。
【知】 （３位数）×（１位数）で，繰り上がりのある筆算の仕方が分かる。

３ 暗算／まとめ ⑥ ７／１１（金）２校時（ ）１
２４×３の暗算の仕方について話し合う。

【表】 積の見積もりの４×７０を生かして考えることができる。
【知】 （２位数）×（１位数）の暗算の仕方が分かる。

チャレンジ ０ ５ ⑦ ７／１４（月）３校時（ ． ）
補充問題（０．５） 学習のまとめをする。

【関】 筆算のきまりをもとにして，進んで問題を作ろうとする。
筆算の仕組みや十進数のきまりをもとにすれば，念頭操作でも問題を

解決できるおもしろさに気付き，進んで新しい問題を解こうとする。
発展・補充指導 問題作りや計算練習をする。

小題材 主な学習活動（４年） 評価の観点

１ 商が２けたの ① ６／１９（木）５校時
わり算 ６９枚の色紙を３人で分ける方法を考え，話し合う。（３．５）

【考】 既習の計算や図をもとに，自力で問題解決できる
練習問題 【表】 繰り下がりのない（２位数）÷（１位数）の計算ができる。（ ０ ． ５ ）

【知】 部分商を出し，それを加えるという計算の仕方が分かる。

② ６／２０（金）１校時
繰り下がりのある ÷３の計算の仕方を考える。72

【考】 既習の除法の計算の仕方を基にして，繰り下がりのある（２位数）÷
（１位数）の計算の仕方を考えることができる。

③ ６／２３（月）２校時
繰り下がりのある ÷３の筆算の仕方を考え，手順をまとめる。72

【関】 除法の筆算形式のよさに気付き，進んで筆算を用いようとする。
【考】 筆算の仕方を，除法の具体的場面と結びつけながら，筋道を立てて説

明できる。

④ ６／２３（月）５校時
， 。余りがある場合や商に０が立つ場合の除法の筆算について考え まとめる

【表】 （２位数）÷（１位数）の筆算ができる。

１（３けた）÷（１ ⑤ ６／３０（月）２校時
けた）の計算 ６３９÷３の計算の仕方をまとめる （商が３けた）（４） 。

【考】 位ごとに分け，既習の学習を生かして考えることができる。
【知】 （３位数）÷（１位数）の計算の仕方が分かる。

⑥ ７／１（火）２校時
５３６÷４の筆算の仕方をまとめる （繰り下がり）。

【考】 筆算の仕方を具体的場面と結びつけながら，筋道立てて説明すること
ができる。

【知】 （３位数）÷（１位数）の繰り下がりのある計算の仕方が分かる。
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⑦ ７／４（金）４校時
２５４÷３の筆算の仕方をまとめる （商が２けた）。

【表】 操作と筆算手順を結びつけて説明できる。
【知】 （３位数）÷（１位数）＝（２位数）の筆算の仕方が分かる。

⑧ ７／７（月）５校時 本時
商に空位がある筆算仕方との簡単な（２位数）÷（１位数）の暗算の仕方

をまとめ，いろいろな問題を解く。
【関 ・ わり算を用いるよさに気付き，進んで用いようとする。】

， 。・ 自分の考え方を発表したり よりよい考え方を進んで活用したりする
【考】 筆算の仕方を筋道立てて説明することができる。
【表】 操作と筆算手順を結びつけて説明できる。
【知】 商に０が立つ筆算の効率的な処理の方法が分かる。

３ どんな計算にな ⑨ ７／８（火）２校時
るかな（１） 問題場面から数量の関係をとらえ，式に表す。

【考】 言葉や絵を手がかりにして，乗法や除法の演算決定ができる。

まとめ ⑩ ７／１１（金）２校時
チャレンジ（１） 既習事項のまとめをし，練習問題に取り組む。

【関】 計算の必要性を感じながら，進んで解決しようとする。

発展・補充指導 問題作りや計算練習をする。

６ 本単元において用いたデジタルコンテンツ
教育出版ホームページから「小学算数ミニプログラム」をダウンロード
（ＵＲＬ； ）http://www5.mediagalaxy.co.jp/kyoiku-shuppan/kaihatu/minipro/index.html

教育テレビホームページから「わかる算数４年生」をダウンロード
（ＵＲＬ； ）http://www.nhk.or.jp/sansu4/ja/frame.html

大日本図書ホームページから「わり算（もぐらたたき 」をダウンロード）
（ＵＲＬ； ）http://www.dainippon-tosho.co.jp/san_sug/sansu/java/warizan/Mogura.htm

７ 本時（３年 ４／７，４年 ８／１０）

（１）目標
（３年） （４年）

（１） （３位数）×（１位数）の計算に， （１） （３位数）÷（１位数）の計算で，商に空
（２位数）×（１位数）で学習した位ごと 位のあるものの筆算ができる。

に分けて計算する方法を適用できる。 （２） 商と余りの確かめができる。
（２） （３位数）×（１位数）の筆算の仕方 （３） 簡単な（２位数）÷（１位数）の暗算がで

が分かる。 きる。
【関】 自分の考え方を発表したり，よりよい 【関】

考え方を進んで活用したりする。 ・ わり算を用いるよさに気付き，進んで用いよ
【考】 既習の計算のしかたを活用して， うとする。

（３位数）×（１位数）の計算の仕方を考 ・ 自分の考え方を発表したり，よりよい考え方
えることができる。 を進んで活用したりする。

【表】 （３位数）×（１位数）の計算を筆算 【考】 筆算の仕方を筋道立てて説明することがで
でできる。 きる。

【知】 （３位数）×（１位数）の筆算の仕方 【表】 操作と筆算手順を結びつけて説明できる。
が分かる。 【知】 商に０が立つ筆算の効率的な処理の方法が

分かる。
（人権同和教育上の視点）
◎ 友だちの意見をしっかりと聞き，自分の考えと比べながら学習を進めていくことができる。

kzarimura
四角形

kzarimura
四角形

kzarimura
四角形
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で
き

る
。

筆
算

で
や

ろ
う

通
ろ

，
違

う
と

こ
ろ

を
考

え
さ

せ
る

。
（

操
作

活
動

・
ノ

ー
ト

記
録

）
式

２
１

３
×

３
＝

？
す

※
既

習
事

項
を

活
用

し
，

答
え

の
予

想
や

１
本

の
値

段
本

数
代

金
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

）
（

）
（

）
【

考
（

ノ
ー

ト
・

発
言

）
】

・
課

題
に

つ
い

て
，

こ
れ

ま
で

の
か

け
算

見
４

学
習

問
題

を
作

る
。

※
既

習
の

筆
算

形
式

が
か

け
た

か
。

の
式

と
違

う
と

こ
ろ

は
な

い
か

考
え

る
。

通
（

ノ
ー

ト
）

◎
友

だ
ち

の
意

見
を

聞
き

，
自

分
の

考
え

す
か

け
ら

れ
る

数
が

３
け

た
の

か
４

学
習

問
題

を
考

え
る

。
５

分
・

課
題

に
つ

い
て

，
こ

れ
ま

で
の

わ
り

算
と

比
較

し
な

が
ら

，
学

習
を

進
め

て
い

く
け

算
の

計
算

の
仕

方
を

考
え

よ
う

と
違

う
と

こ
ろ

は
な

い
か

考
え

る
。

こ
と

が
で

き
る

。
０

が
あ

る
わ

り
算

の
筆

算
の

仕
方

◎
友

だ
ち

の
意

見
を

聞
き

，
自

分
の

考
え

※
既

習
事

項
を

活
用

し
，

答
え

の
予

想
や

５
方

法
や

手
順

を
考

え
，

答
え

の
予

を
工

夫
し

て
や

ろ
う

。
と

比
較

し
な

が
ら

，
学

習
を

進
め

て
い

く
計

算
の

仕
方

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
想

を
す

る
。

こ
と

が
で

き
る

。
【

考
（

ノ
ー

ト
・

発
言

）
５

分
○

学
習

の
進

め
方

・
時

間
を

示
し

，
学

習
】

・
見

通
し

の
も

て
な

い
児

童
に

は
，

具
体

に
対

し
て

の
見

通
し

を
持

た
せ

る
。

物
の

操
作

を
さ

せ
る

。
※

学
習

の
進

め
方

が
分

か
る

（
観

察
）

。
・

学
習

の
進

め
方

を
示

し
，

学
習

に
対

し
て

の
見

通
し

を
も

た
せ

る
。

５
予

想
し

た
こ

と
を

も
と

に
調

べ
る

調
○

自
分

の
考

え
を

友
だ

ち
に

分
か

り
や

す
。

※
学

習
の

進
め

方
が

分
か

る
（

観
察

）
１

自
分

の
考

え
で

問
題

を
解

く
べ

く
説

明
で

き
る

よ
う

に
自

分
な

り
の

言
葉

。
（

）
。

（
２

）
説

明
で

き
る

よ
う

に
文

章
で

る
で

ノ
ー

ト
に

整
理

さ
せ

る
。

ま
た

，
未

解
○

既
習

事
項

や
図

を
も

と
に

，
同

じ
と

こ
調

６
予

想
し

た
こ

と
を

も
と

に
調

べ
る

ま
と

め
て

お
く

。
決

な
点

や
疑

問
点

も
明

確
に

さ
せ

，
書

か
。

ろ
，

違
う

と
こ

ろ
を

考
え

さ
せ

る
。

べ
１

自
分

の
考

え
で

問
題

を
解

く
せ

て
お

く
。

（
）

。
○

自
分

の
考

え
を

友
だ

ち
に

分
か

り
や

す
る

（
２

）
説

明
で

き
る

よ
う

に
文

章
や

個
※

自
分

の
考

え
を

も
ち

，
整

理
で

き
る

。
く

説
明

で
き

る
よ

う
に

自
分

な
り

の
言

葉
図

で
ま

と
め

て
お

く
。

別
（

３
）

分
か

っ
た

こ
と

を
発

表
し

，
確

（
ノ

ー
ト

，
記

録
・

発
表

）
や

図
で

ノ
ー

ト
に

整
理

さ
せ

る
。

ま
た

，
指

確
か

め
る

。
か

◎
友

だ
ち

の
考

え
を

し
っ

か
り

聞
き

，
自

未
解

決
な

点
や

疑
問

点
も

明
確

に
さ

せ
，

導
め

分
の

考
え

と
の

相
違

点
を

認
め

る
。

ノ
ー

ト
に

書
か

せ
て

お
く

。
る

・
理

解
の

遅
い

児
童

に
は

，
支

援
・

指
導

※
自

分
の

考
え

を
も

ち
，

整
理

で
き

る
。

確
し

，
大

事
な

事
柄

を
お

さ
え

さ
せ

る
。

（
ノ

ー
ト

，
記

録
・

発
表

）
か

（
３

）
分

か
っ

た
こ

と
を

発
表

し
，

６
学

習
の

ま
と

め
を

す
る

。
◎

友
だ

ち
の

考
え

を
し

っ
か

り
聞

き
，

自
め

確
か

め
る

。
ま

○
ノ

ー
ト

に
ま

と
め

さ
せ

る
。

分
の

考
え

と
の

相
違

点
を

認
め

る
。

る
商

に
０

が
立

つ
と

き
は

，
筆

算
と

※
商

に
０

が
立

つ
わ

り
算

の
筆

算
の

仕
方

・
理

解
の

遅
い

児
童

に
は

，
支

援
・

指
導

７
学

習
の

ま
と

め
を

す
る

。
の

中
に

書
か

な
く

て
も

い
い

部
分

め
が

分
か

る
【

知
（

ノ
ー

ト
・

発
表

）
。

】
し

，
大

事
な

事
柄

を
お

さ
え

さ
せ

る
。

ま
が

あ
る

。
筆

算
が

短
く

終
わ

る
よ

る
○

ノ
ー

ト
に

ま
と

め
さ

せ
る

。
と

か
け

ら
れ

る
数

が
３

け
た

の
か

け
う

に
す

る
と

，
い

い
。

※
（

３
位

数
）

×
（

１
位

数
）

の
筆

算
の

め
算

の
計

算
は

，
２

け
た

の
時

の
計

算
分

２０
仕

方
が

分
か

る
（

ノ
ー

ト
・

発
表

）
る

と
同

じ
よ

う
に

位
ご

と
に

か
け

れ
ば

。
で

き
る

。
７

練
習

問
題

と
暗

算
の

問
題

を
す

る
深

・
省

略
が

分
か

ら
な

い
時

は
，

ま
ず

今
ま

。
分

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
の

活
用

め
で

の
手

順
で

筆
算

を
書

か
せ

，
そ

れ
を

み
１

５
る

て
や

ら
な

く
て

も
言

い
部

分
は

ど
こ

か
考

ht
tp

://
w

w
w

5.
m

ed
ia

ga
la

xy
.c

o.
jp

/k
yo

ik
u-

sh
u

○
言

葉
と

数
字

・
記

号
（

×
）

を
一

つ
ひ

深
８

練
習

問
題

を
す

る
。

一
え

さ
せ

る
。

pp
an

/k
ai

ha
tu

/m
in

ip
ro

/i
nd

ex
.h

tm
l

と
つ

対
応

さ
せ

な
が

ら
，

確
認

す
る

。
め

斉
分

ht
tp

://
w

w
w

.n
hk

.o
r.

jp
/s

an
su

4/
ja

/f
ra

m
e.

ht
m

l
１０

・
新

た
な

課
題

は
何

か
考

え
さ

せ
，

次
時

る
９

次
時

の
学

習
を

確
認

す
る

。
終

・
教

科
書

を
見

て
，

次
時

の
学

習
を

確
認

へ
と

結
び

つ
け

る
。

５
分

末
８

次
時

の
学

習
を

確
認

す
る

。
す

る
。

kzarimura
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